●第二回　月と火星の縦孔・溶岩チューブ探査研究会　プログラム

受付開始：9:00

＜はじめに＞　9:20 - 9:45

春山　純一　(JAXA)：月と火星の縦孔・溶岩チューブ

＜科学＞ 　9:45 - 10:45

～月と火星の縦孔・溶岩チューブの何をどう探査すると科学的に面白いのか？～

白尾　元理　（惑星地質研究会）：地球の溶岩チューブ

長谷中　利昭　（熊本大）：月の火山学と月の溶岩チューブ探査

宮本　英昭　(東京大）：火星にみられる陥没地形と生命探査

横堀　伸一　（東京薬科大）：月と火星の溶岩チューブと生命科学

＜探査技術　I＞　10:45 - 11:45

～月と火星の縦孔・溶岩チューブをどう探査することができるのか？～

吉光　徹雄　（JAXA）：ローバーシステム

西堀　俊幸　(JAXA）：地下探査レーダシステム

古谷　克司　（豊田工業大）：岩石試料のワイヤソー切断

有隅　仁　（産総研）：投擲システム

－昼食－　11:45 - 12:30

＜探査技術　II＞　12:30 - 13:00

嶋田　和人　(JAXA）：有人による溶岩チューブ探査の準備

小林　泰三　(福井大）：基地としての溶岩チューブ

＜アウトリーチ＞　13:00 - 14:00

～月と火星の縦孔・溶岩チューブ探査を一般の方々の理解と支援を受けられるようにするにはどうすべきか？～

野尻　抱介：ネット連動アウトリーチ：100万人のわくわく洞窟探検ツアー

山田　竜也：縦孔・溶岩チューブ探査とアウトリーチ　Webでの展開

鹿野　司：皆既月蝕で考えた月科学のアウトリーチ

杉本　悠樹　（富士河口湖町教育委員会）：溶岩チューブの保護と活用

＜まとめと議論＞14:00 - 15:00

川勝　康弘　(JAXA）：月と火星の縦孔溶岩チューブ探査実現に向けて

議論

以上
